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１．研究計画の概要
(1)イネ胚乳には、11Sグロブリンの分子内S-
S 結合形成を触媒する分子サイズが 60kDa の
プロテインジスルフィドイソメラーゼ
(PDI1,1)が、存在している。近年、PDI1,1 が
欠損したイネ突然変異体 esp2 の胚乳には、
分子サイズが 40kDa の新規 PDI (PDI2,3)が 、
多量に発現してることがわかり、さらに野生
型にも酵素として機能していることが判明
した。
(2)そこでこの基盤研究では、新規 PDI2,3,
が、イネ貯蔵タンパク質の合成蓄積にどのよ
うな機能を果たしているのかを明らかにす
ることが研究目的である。
(3)本研究ではPDI2,3に関するイネ突然変異
体を選抜し、選抜した変異体における貯蔵タ
ンパク質の合成蓄積、特にプロテインボデイ
(PB)形成にどのような変化を引き起こすの
かについて検討し、PDI2,3 の生理機能を突き
止めようとした。
(4)また、PDI2,3 の RNAi 組換体を作出し、そ
の組換体において生じる胚乳の PB 形成につ
いて免疫細胞化学的手法を用いて特に PB 形
成の変化について検討し、PDI2,3 の生理機能
を明らかにしようとした。
(5)さらに、PDI2,3 の細胞内局在について明
らかにしようとした。
２．研究の進捗状況
(1)新規 PDI に関する突然変異体の選抜をす
るために改良 Tilling 法を用いて PDI2,3 に
関する一塩基置換変異系統を選抜した。その
結果、２系統の候補変異体が得られた。現在
これらの変異体のホモ個体を育成中である。

(2)PDI2,3 に関する RNAi 組換体の作成をし
た。その結果、１系統の候補組換体が得られ
た。この組換体では、PDI1-1 は正常レベルま
で発現されていたが、PDI2,3 タンパク質は、
免疫反応レベルでほとんどないことがわか
った。そこで胚乳におけるプロテインボデイ
形成にどのような変化が起こっているかを
調べた。その結果、プロラミンを集積する小
胞体型プロテインボデイ(PBI)の形態に変化
が見られた。さらに、プロラミン分子のうち
システイン残基の多い 10kDa プロラミンが、
PBI の中心に分布せず、PBI 全体に分布する
傾向が見られた。従って PDI2,3 の欠損によ
ってPBI形成に対して支障が出ることが分か
った。
(3)PDI2,3の局在部位を明らかにするため登
熟種子胚乳から細胞器官を超遠心分離法で
分画し、PDI2,3 がどの各分に分布するのかを
調査した。その結果、PDI2,3 が、PBI 画分に
存在している可能性があることが示唆され
た。さらに、PDI2,3 遺伝子に蛍光色素を結合
させた遺伝子組換体を作成し、その合成遺伝
子の胚乳における発現部位を調査した。その
結果、PDI2,3 に由来する蛍光が、dilated ER
（膨らんだ小胞体）内に存在するプロラミン
PB の周辺に見られた。しかし、cis-ER(扁平
小胞体)には，蛍光は観察されなかった。以
上結果からPDI2,3 が 、cie-ERよりむしろPB-
ER に偏在している可能性があることが判明
した。
３．現在までの達成度
①当初の計画以上に進展している。
（理由）困難が予想された PDI2,3 に関する
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遺伝子組換体が、順調に作出された。
４．今後の研究の推進方策
研究計画は順調に進んだので、研究の方向に
は変更はない。残された研究課題である
PDI2,3 の突然変異体のホモ個体の作出とそ
の個体の生理的変化の解析が急がれる。
５．代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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